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木

ジェロントロジー
安心で活力ある長寿社会を実現する学際科学

第13回科学技術交流フォーラム

【フォーラム】東京大学山上会館
２階大会議室（本郷キャンパス）

　
【交 流 会】東京大学山上会館

地階001会議室
　
主催：東京大学産学連携協議会運営本部

（東京大学産学連携本部内）

参加定員

東京大学産学連携協議会運営本部事務局
（東京大学産学連携本部内）
http://www.ducr.u-tokyo.ac.jp/kyogikai/forum/

申込締切 12月15日（月）
参 加 費 フォーラム：無料／交流会：3,000円

150名／事前登録制（先着順、登録はウエブ上で）

申し込み
　　＆
問い合わせ先

科学技術交流フォーラムは、東京大学産学連携協議会会員企業等を対象として、東京大学研究者
が研究成果や「知」を発信する「産学出合いの場」です。
本フォーラムが産学連携の契機となり、近未来の社会・経済にとって「解を出すべき課題」に対して、
専門分野・産業界を横断したチームが形成され、産学連携活動を企画・実行し、その課題解決が図
られることを目指しています。
今回の第13回フォーラムでは、超高齢社会の課題を取り上げます。日本はこの先20年で75歳以上の
人口が倍増（1000万人増加）するという世界のどの国も経験したことのない事態に直面しています。
現在の社会制度や生活環境は、このような超高齢社会に対応するようにはできていません。課題
は多岐にわたり複雑です。まず、高齢者の生活とニーズの正確で複眼的な理解に基づく課題の割
りだしから始める必要があります。安心で活力ある長寿社会の実現を目指して、大学と産業界が
連携して取り組む第一歩を踏みだしましょう。

【開催趣旨】



全体説明と東大ジェロントロジー寄付研究部門の紹介

司会　眞峯　隆義（東京大学　産学連携本部　特任教授）

藤田　隆史（東京大学　産学連携本部長）

西山　徹（日本経団連　産業技術委員会　産学官連携推進部会長（味の素株式会社　技術特別顧問））

秋山　弘子（東京大学　総括プロジェクト機構　ジェロントロジー寄付研究部門　教授）

太田　与洋（東京大学　産学連携本部　教授・産学連携研究推進部長）

13:30~13:35

13:35~13:40

講演 1

「健康長寿をめざすジェロントロジー」
甲斐　一郎（東京大学　大学院医学系研究科　教授）

14:30~14:55

基調講演

「日本の挑戦---未曾有の超高齢社会に向けて」
辻　哲夫（田園調布学園大学　人間福祉学部　教授　前厚生労働省厚生労働事務次官）

14:00~14:30

講演 2

「高齢者の運転と移動支援」
鎌田　実（東京大学　大学院工学系研究科　教授）

14:55~15:20

講演 3

「シニア世代の価値観と社会的活動支援プログラム」
牧野　篤（東京大学　大学院教育学研究科　教授）

15:50~16:15

講演 4

「高齢社会における集住環境のゆくえ」
大月　敏雄（東京大学　大学院工学系研究科　准教授）

16:15~16:40

講演 5

「長寿時代の財産管理と信託法」
樋口　範雄（東京大学　大学院法学政治学研究科　教授）

16:40~17:05

講演 6

「先端ITと人間サポート」
廣瀬　通孝（東京大学　大学院情報理工学系研究科　教授）

17:05~17:30

17:50~18:00

18:15~19:45

プログラム

開会挨拶

閉会挨拶

交流会

15:35~15:50 休　憩

15:20~15:35 質疑応答

17:30~17:50 質疑応答

挨　拶

13:40~14:00

ジェロントロジー
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